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くすりのなまえ　
第１０回　 湿布薬
　日本では湿布薬はなじみが深く、湿布薬を一度も使用したことがないという人は、いないのではないかと思うほどです。しかし、海外において湿布薬はあまり使用されません。海外旅行にいって、ちょっと捻挫したから湿布薬を探そうと思うと大変苦労するようです。
　さて、当院に存在する湿布薬は4種類あります。それぞれの、名前の由来を見ていきましょう。

MS温シップ：　炎症を鎮める成分であるサリチル酸メチル（Methyl Salicylate）の頭文字より

当院に存在する唯一の温感湿布です。温シップは成分にトウガラシエキスが含まれており、トウガラシエキスが皮膚を刺激するので温かさを感じます。“トウガラシ”という言葉から、なんとなく想像がつきますが、皮膚の弱い人などはかぶれてしまうこともあります。
アドフィード：　ＡＤＤ：adherent（接着）　FEED：供給する　

　　　　　　　　肌に接着し有効成分を供給する

　　

セルタッチ：　セル（CELL）　タッチ（Touch）　

　　　　　　　痛みの細胞に　　　　肌にやさしいパップ剤

この二つは、肌へ接着する面に水分が大量に含まれているため、ひんやりとした感覚を与える湿布です。主成分はどちらも、非ステロイド系の消炎鎮痛成分が含まれています。アドフィードは、いわゆる“湿布薬”といわれて思い浮かぶものになっています。特異的な匂いも持っています。一方、セルタッチは、パッケージにも書いてあるのですが、無臭性を売りにしており、湿布独特の匂いがあまりしません。匂いで効いたように感じる人にはセルタッチはあまり効果が感じられないかもしれませんね。
モーラステープ：とくになし

モーラステープは上の三つの湿布薬とは違い、薄いテープ状になっており、さらにテープの色が肌色になっているため、貼っていてもあまり目立たないという特徴があります。ただし、モーラステープには光線過敏症という特徴的な副作用があります。これは、モーラステープの主成分が、太陽光に含まれる紫外線と反応して皮膚に悪影響を及ぼしてしまうため、腫れたり、水ぶくれになったりします。光線過敏症は貼った後数ヵ月後に現れることもあるため、貼った部分はしばらくの間は日光から避けるよう注意が必要です。

次回は副腎皮質ホルモン剤です。
薬剤師　樋口 昇大　
コーヒーブレイク











